
<

賛
成
７
、
反
対
６
で
可
決>

■
特
別
委
員
会
設
置
の
意
味
は

問 

あ
え
て
臨
時
議
会
を
開
き
、

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
意
味
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答 

迅
速
に
対
処
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
１
月
31
日
に
臨
時

議
会
の
要
請
を
し
た
。

　

全
容
解
明
が
町
民
か
ら
議
会
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
議
会
の
果
た

す
役
割
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

■
個
人
問
題
は
な
じ
む
の
か

問 

職
員
個
人
の
私
生
活
に
言
及

し
な
い
か
。
議
会
が
調
査
す
る
案

件
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
。

答 

町
長
を
は
じ
め
多
く
の
幹
部

職
員
が
勤
務
時
間
帯
に
い
な
か
っ

た
。
個
人
個
人
が
ど
う
い
う
こ
と

を
し
た
か
で
は
な
く
、
組
織
全
体

と
し
て
役
場
に
い
な
か
っ
た
問
題

を
調
査
す
る
も
の
。

■
最
終
的
に
何
を
求
め
る
の
か

問 

最
終
的
に
は
、
執
行
部
に
対

し
て
議
会
の
権
限
の
範
囲
で
何
を

求
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答 

調
査
に
よ
っ
て
何
が
出
て
く

る
か
違
っ
て
く
る
。
危
機
管
理
や

公
務
員
倫
理
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。
も
し
も
、
問
題
点
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
た
だ
し

て
も
ら
う
べ
く
意
見
な
ど
を
出
す

こ
と
に
な
る
。

■
法
令
上
に
な
い
も
の
を
調
査

問 

「
公
務
専
念
義
務
」
と
い
う
の

は
法
令
上
に
は
の
っ
て
い
な
い
。

誤
っ
た
言
葉
は
対
外
的
に
い
か
が

か
。

答 

あ
く
ま
で
名
称
で
あ
っ
て
、

今
回
の
事
件
に
つ
い
て
ど
う
対
処

す
る
か
が
、
議
会
の
使
命
で
あ
り
、

議
員
の
責
務
で
も
あ
る
。

■ 

疑
問
を
た
だ
す
機
会
は
あ
っ
た

の
で
は

問 

１
月
29
日
の
執
行
部
の
説
明

の
際
、
な
ぜ
質
疑
を
し
な
か
っ
た

の
か
。

答 

説
明
を
受
け
、
事
実
関
係
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
調
査
す
る
必
要
を
感
じ
た
。

3月定例議会

　

議
員
６
名
か
ら
臨
時
議
会
の
招
集
請
求
が
あ
り
、
２
月
19
日
、
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
「
職
員
の
公
務
専
念
義

務
に
つ
い
て
の
調
査
特
別
委
員
会
設
置
」
の
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
７
、
反
対
６
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
29
日
ま
で
の
30
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
26
件
が
提
案
さ
れ
、
各
常
任
委
員
会
な
ら
び
に
本
会
議
で
審
議
の
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
提
出
の
農
業
委
員
の
推
せ
ん
議
案
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　 

「
職
員
の
公
務
専
念
義
務
に
つ
い
て

調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

臨
時
議
会

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　

２
月
19
日
、
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
議
員
提
出
の
「
職
員
の
公
務
専
念
義
務
に
つ
い
て
の
調
査
特
別
委
員

会
設
置
」
議
案
は
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
７
、
反
対
６
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
調
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■特別委員会設置までの経過

○ 　１月15日、全議員宛てに１通の差出人の記
載のない文書が送付される。

　 　内容は、昨年の12月14日金曜日、町長を
はじめとする町幹部職員が一斉に休暇を取り、
鬼怒川で忘年会を行ったとして、危機管理上
を危惧するものである。

○ 　１月29日、文書の内容が、町長や町幹部職
員に関することから、その事実を確認するべ
く、執行部に説明を求めた。

　 　説明の要旨は、●休暇は職員個人に与えら
れている。個人情報であり、内部資料。公表
するものでない。●忘年会ではなく、「課長会」
で懇親会を行った。●課長以上の幹部職員が
勤務時間中に一斉に出かけたということでは
ない。●集合が夜８時半であり、休暇をとら
なくても参加できる。●休暇は、１時間から
とれるし、半日休、全日休などあり、一斉にとっ
てはいない。職場に誰もいない状態ではなく、
不参加者もいる。●当日は、今回の親睦会と
は関係なく、休暇を取得した者もいる。●課
長ばかりが管理職ではない。室長や主幹も管
理職で合計51人いる。●町長、副町長は、「課
長会」から招待されたので参加した。
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「職員の公務専念義務についての調査特別委員会」

　　 「公務に 問題ないか」
危機管理は大丈夫か

質疑
応答

教
育
長
へ
の
質
問

問 
「
課
長
会
」
か
ら
の
招
待

状
は
あ
っ
た
か
。

答 

あ
っ
た
が
、
メ
モ
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。

問 

い
つ
ご
ろ
、
だ
れ
か
ら
連

絡
を
受
け
た
か
。

答 

私
的
な
こ
と
な
の
で
答
弁

で
き
な
い
。

問 

教
育
は
、
執
行
部
と
は
距

離
を
置
く
と
い
う
立
場
だ
が
。

答 

そ
れ
は
理
解
し
て
い
る
が
、

連
絡
・
調
整
は
密
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
課
長
に
は

日
ご
ろ
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

問 

職
場
を
離
れ
る
と
き
、
だ

れ
に
後
を
託
す
か
。

答 

学
校
教
育
室
長
に
話
す
。

泊
を
伴
う
私
的
旅
行
で
も
一

応
話
し
て
い
く
。

副
町
長
へ
の
質
問

問 

招
待
さ
れ
た
か
ら
参
加
し

た
と
聞
く
が
、
招
待
状
は
も

ら
っ
た
の
か
、
内
容
は
。

答 

も
ら
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
が
、
内
容
は
控
え
る
。

問 

町
民
の
信
頼
を
損
な
っ
た
。

ど
う
回
復
さ
せ
る
の
か
。

答 

厳
粛
に
受
け
止
め
、
検

証
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
、

県
外
だ
か
ら
だ
め
な
の
か
、

県
内
な
ら
い
い
の
か
、
時
間

が
い
け
な
か
っ
た
の
か
、
反

省
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

反
省
す
る
。

問 

多
く
の
幹
部
職
員
が
一
斉

に
い
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
が

正
常
な
職
場
と
い
え
る
の
か
。

そ
の
日
、
偶
然
幹
部
12
人
中

１
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
い

え
る
の
か
。

答 

課
ご
と
に
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
全
体
と
し
て
そ
う

な
っ
た
。
当
日
全
体
を
見
て
、

問
題
な
い
と
判
断
し
た
。

町
長
へ
の
質
問

問 

終
業
時
に
課
長
が
１
人
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
職
務

代
理
は
。

答 

職
務
代
理
の
任
命
は
、
長

期
の
出
張
な
ど
だ
け
。

問 

当
日
、
何
時
ま
で
公
務
を

し
て
い
た
の
か
。

答 

12
時
ま
で
庁
舎
内
で
公
務
。

そ
れ
以
降
休
暇
。

問 

午
後
８
時
半
集
合
だ
と
す

る
懇
親
会
に
、
５
時
28
分
の

電
車
で
も
間
に
合
う
が
。

答 
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
な

の
で
答
え
を
控
え
る
。

問 

今
回
の
文
書
を
「
根
拠
の

な
い
中
傷
文
書
」
と
い
っ
た

が
、
今
も
同
じ
か
。

答 

今
も
変
わ
っ
て
な
い
。

問 

町
長
と
し
て
危
機
管
理
を

ど
う
思
う
か
。

答 

そ
の
時
間
、
課
長
を
含
め

た
幹
部
が
同
じ
場
所
に
い
た

の
だ
か
ら
、
即
座
に
判
断
し

て
連
絡
で
き
る
。

　

ま
た
、
実
質
的
に
運
営
し

て
い
く
﹁
く
ら
し
安
全
グ
ル

ー
プ
﹂
と
、
常
に
私
の
考
え
、

行
動
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し
て

い
る
秘
書
広
報
室
長
が
い
る

か
ら
問
題
な
い
。

問 

当
日
の
出
欠
状
況
は
い
つ

知
ら
さ
れ
た
か
。

答 

日
ご
ろ
か
ら
、
職
員
の
出

欠
簿
の
確
認
は
し
て
い
な
い
。

３
月
８
日
の
委
員
会

４
月
３
日
の
委
員
会

　
「
職
員
の
公
務
専
念
義
務
に
つ
い
て
の
調
査
特
別
委
員
会
」
は
、
第
１
回
目
を
２
月
26
日
、
第
２
回
目
を
３
月
８
日
、
第
３
回

目
を
３
月
24
日
、
第
４
回
目
を
４
月
３
日
に
開
催
し
、
現
在
も
継
続
審
議
中
で
す
。

　
３
月
８
日
に
は
、
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
総
務
政
策
課
長
の
４
人
を
招
致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認
識
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
３
日
に
は
、
町
長
が
「
不
在
の
時
、
適
切
に
運
営
し
て
く
れ
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
し
た
秘
書
広
報
室
長
、
前
く
ら

し
安
全
室
長
を
招
き
、
「
幹
部
不
在
」
時
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。

今
年
の
１
月
29
日
、
説
明
を

す
る
こ
ろ
知
っ
た
。

問 

く
ら
し
安
全
室
長
、
く
ら

し
安
全
グ
ル
ー
プ
が
い
る
の

は
分
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

ほ
か
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
長
に

つ
い
て
は
確
認
し
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
か
。

答 

は
い
。

問 

そ
れ
で
大
丈
夫
と
い
う
が
、

町
民
感
情
と
し
て
ど
う
か
。

答 

少
な
く
と
も
、
私
の
周
り

の
町
民
、
職
員
は
、
私
と
同

じ
考
え
だ
。

総
務
政
策
課
長
へ
の
質
問

問 

宮
代
町
行
政
組
織
規
則
第

６
条
で
は
、
町
長
が
い
な
い

と
き
は
総
務
政
策
課
長
が
代

理
す
る
と
あ
る
。
そ
の
課
長

も
懇
親
会
に
参
加
し
た
の
か
。

答 

一
般
職
の
休
暇
中
の
こ
と
。

お
答
え
で
き
な
い
。

問 

一
般
的
に
は
職
務
代
理
を

置
く
の
か
。

答 

こ
の
程
度
の
２
時
間
や
３

時
間
で
帰
れ
る
と
こ
ろ
に
出

張
の
場
合
、
職
務
代
理
は
置

か
な
い
。

問 

何
時
ま
で
公
務
を
し
た
か
。

答 

休
暇
を
取
得
し
た
時
間
が

逆
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、

答
え
を
控
え
た
い
。

秘
書
広
報
室
長
へ
の
質
問

問 

町
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
は
。

答 

い
ろ
い
ろ
な
案
内
を
も
と

に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
入
力

し
て
い
く
。

問 

町
長
は
、
秘
書
広
報
室
長

に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
自
分
の

考
え
、
行
動
パ
タ
ー
ン
を
話

し
て
あ
る
か
ら
、
い
な
く
て

も
完
全
に
対
応
で
き
る
と
い

っ
て
い
た
が
。

答 

私
は
パ
イ
プ
役
と
い
う
こ

と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
有

事
の
際
、
連
絡
を
受
け
て
、

各
担
当
に
伝
え
た
り
、
連
絡

が
取
れ
な
い
場
合
、
取
れ
な

い
こ
と
を
伝
え
対
応
し
て
も

ら
う
の
が
仕
事
。

前
く
ら
し
安
全
室
長
へ
の
質
問

問 

く
ら
し
安
全
室
長
が
十

分
安
全
対
策
で
き
る
と
、
町

長
ら
は
言
う
が
、
12
月
14
日
、

幹
部
の
ほ
と
ん
ど
が
不
在
だ

っ
た
の
を
把
握
し
て
い
た
か
。

答 

把
握
し
て
な
か
っ
た
。

問 

３
・
11
大
震
災
の
時
、
地

震
か
ら
14
分
後
の
15
時
に

は
「
宮
代
町
災
害
対
策
本
部
」

が
立
ち
上
が
っ
て
い
た
。
１

０
０
キ
ロ
も
遠
隔
地
に
い
て

立
ち
上
が
る
と
思
う
か
。

答 

宮
代
町
災
害
対
策
本
部

の
本
部
長
は
町
長
。
だ
か
ら
、

立
ち
上
が
ら
な
い
と
思
う
。

問 

町
長
は
、
く
ら
し
安
全
室

長
お
よ
び
安
全
グ
ル
ー
プ
が

い
る
か
ら
大
丈
夫
と
言
っ
て

い
る
。
大
丈
夫
と
思
う
か
。

答 

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
担

当
室
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と

は
や
る
。誰
も
い
な
け
れ
ば
判

断
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

結
果
と
し
て
、
や
っ
た
こ

と
が
失
敗
だ
っ
た
場
合
、
責

任
は
首
長
た
る
町
長
が
と
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

■特別委員会とは
　特別委員会の設置については、
条例によるものとされている（地
方自治法第110条）。
　宮代町議会委員会条例では「必
要がある場合において議会の議決
で置く」（第５条）と規定して、
必要と認めるときに議決によって
設置する方法をとっている。
　特別委員会は、常任委員会と異
なり特定の事件について設置され
るものであるから、その事件の審
査や調査が終了したときに消滅す
る。
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平成25年度一般会計予算

86
億
７
，６
１
０
万
円
を
可
決 

新
年
度
ス
タ
ー
ト

第
４
次
総
合
計
画
・
前
期
実
行
計
画
の
着
実
な
前
進
に
重
点
配
分

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、特
別
会
計
、企
業
会
計
な
ど
７
つ
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
で
の
総
括
質
疑
と
、
２
つ
の
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
５
日
間
に
わ
た
っ
て
質
疑
応
答
を
行
い
、
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

平成25年度一般会計予算

公　債　費
21,042円

総　務　費
35,180円

土　木　費
35,903円

民　生　費
87,954円

消　防　費
16,128円

教　育　費
29,966円

議　会　費
3,107円

衛　生　費
23,920円

商　工　費
1,878円

農林水産業費
6,027円

労働費など
1,012円

262,015円

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

一般会計予算の内訳一般会計予算の内訳

グラフを作りたてに 60％縮小

グループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％　スミ 60％に

ブレンド（スレップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

歳　入
86億7,610万円

町税
34億4.441万円
　　　　39.7％

地方交付税
18億9,800万円

21.9％

町債
6億9,460万円

8.0％

繰入金
3億5,258万円

4.1％

国庫支出金
8億5,630万円
9.9％

県支出金
5億3,180万円
6.1％

諸収入
3億448万円 3.5％

地方消費税交付金
2億2,507万円 2.6％

その他
3億6,886万円 4.3％

歳　出
86億7,610万円

民生費
29億1,241万円
　　　　33.6％

総務費
11億6,492万円

13.4％

土木費
11億8,885万円

13.7％

教育費
9億9,226万円
11.4％

公債費
6億9,675万円

8.0％

衛生費
7億9,206万円

9.1％

消防費
5億3,403万円

6,2％

農林水産業費
1億9,956万円 2.3％

議会費
1億288万円 1.2％

商工費
6,219万円 0.7％

労働費
1,005万円 0.1％

予備費など
2,014万円 0.2％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

色 50％、スミ 30％

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％、スミ 60％

ブレンド（ステップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

（
前
年
度
比
4.1
％
減
）　

みやしろ議会だよりNo.86 6みやしろ議会だよりNo.867

問　

町
内
循
環
バ
ス
は
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

答　

高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱

者
へ
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
生

活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

地
域
を
つ
な
ぐ
バ
ス
と
し
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
つ

い
て
全
て
更
新
す
る
の
か
。

答　

蛍
光
灯
を
中
心
と
し
た

１
，
５
０
０
灯
が
対
象
と
な

る
が
１
，
２
０
０
灯
程
度
を

予
定
。

問　
「
新
し
い
村
」
の
経
営
改

善
の
取
り
組
み
は
。

答　

24
年
度
の
下
半
期
は
黒

字
化
に
転
じ
て
き
て
い
る
。

25
年
度
は
町
支
援
を
減
少
さ

せ
、
26
年
度
に
は
町
か
ら
手

が
離
れ
る
状
態
に
し
た
い
。

問　

駅
西
口
は
Ｕ
Ｒ
施
行
で

進
め
て
い
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
に
関
与
し
て
い
る
の
か
。

答　

町
は
全
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
調
整
や
役
割
分
担
に

加
え
、
駅
利
用
者
な
ど
の
安

全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　

集
会
所
整
備
補
助
金
は

移
管
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

答　

継
続
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
各
地
区
に
説
明
し
て
い

る
。
建
替
え
の
た
め
積
み
立

て
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
今
後
も
動
向
を
把
握
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

問　

新
電
力
の
契
約
は
。

答　

町
内
12
施
設
を
対
象
と

し
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
丸

紅
株
式
会
社
と
契
約
、
削
減

率
は
11
・
５
％
で
あ
る
。

問　

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
は
な

く
な
る
の
か
。

答　

平
成
26
年
度
ま
で
に
借

地
方
針
や
機
能
移
転
の
方
向

性
を
検
討
す
る
。

問　

敬
老
会
の
祝
品
と
祝
金

は
ど
こ
で
配
布
す
る
の
か
。

答　

平
成
25
年
度
は
、
祝
金

（
商
品
券
）
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
75
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員

に
町
で
郵
送
す
る
。
祝
品
は

赤
飯
を
町
に
取
り
に
き
て
も

ら
う
。
26
年
度
以
降
は
検
討

し
て
い
く
。

問　

小
中
学
校
再
編
計
画
に

む
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

審
議
会
を
立
ち
上
げ
、

４
月
に
委
員
を
選
定
し
、
５

月
に
審
議
会
を
開
催
す
る
予

定
。
26
年
度
に
集
約
を
図
る

か
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

小
学
校
、
中
学
校
の
扇

風
機
の
設
置
台
数
は
。

答　

小
学
校
20
台
、
中
学
校

28
台
追
加
設
置
。
今
年
度
は

な
る
べ
く
早
く
設
置
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

教
育・文
化

  

小
中
学
校
の

　
　
　

 
再
編
計
画
は

町
内
循
環
バ
ス
の

　
　
　
　

見
直
し
は

生
活・環
境

建
設・観
光

総
務・財
政

集
会
所
整
備
の

　
　
　

補
助
金
は

保
健・福
祉

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　

存
続
は

「
新
し
い
村
」
の

　
　
　

経
営
改
善
は



介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
伸
び

ま
ち
の
高
齢
化
、
顕
著
に

　町民の所得は減少し、課税所得が200万円以
下の人が9,630人で、その割合が６割である。
　一方、道仏土地区画整理事業を進めるための
町民負担は１億3,446万円となっている。
　消防の広域化により、常備消防力の要である
消防職員数が、３年以内に「定員適正化計画」
を定めるというが、増えるのか不透明。また、
財政も一層厳しくなることが明らかになってい
る。
　官製ワーキングプアの解消も優先すべき課題
であり、町で働くオフィスサポーター（臨時職
員）の時給を現行800円から1,000円に引き上
げるべきである。
　町民から「指定ごみ袋が導入されてよかった」
という声を聞いたことがない。ごみの減量化を
推進し、資源循環型地域社会を築くうえでも、
ごみ袋の有料化は撤回すべきである。
　駅周辺整備に４億2,881万円で、特に西口地
区に伴うもの。東武跡地は「３万～５万平方メ
ートル規模の店舗を予定」というだけで、町内
の商工業者への影響が心配である。

歳入　　町税が法人町民税や町たばこ税など、
昨年度より1,838万円の伸びを示しており評価
できる。人口減少の影響から個人町民税が減額
となっていることから、定住人口の増加策が喫
緊の課題といえる。
　地方交付税の財源不足を補てんする臨時財政
対策債が前年度に比べ増額になっていることか
ら、少しでも地方交付税に頼らない自主財源の
確保が望まれる。
歳出　　今年度は、前期実行計画の中間の年で
あり、個別方針の達成に向けた予算である。
　「構想１」事業は新たに４事業が予算化され
た。便利バスが走る事業は市民参加の手法で論
議し、新バス路線を決定していく。
　「構想２」は全部の事業が予算化された。
　「構想３」事業での道仏地区整備は新道路整
備や新たな街並みができつつある。
　「構想４」での農業６次化推進の新規事業は、
農業の発展と農家の活性化が図れる。
　「構想５」事業は、公共施設の機能転換や役
割の再編を考える重要な事業である。

町民の所得が減少するもとで、
町民の暮らしを守る予算となっていない

「前期実行計画」を工程表どおり
進める予算となっている

討
論
討
論反対です 丸藤栄一議員討

論
討
論賛成です 伊草弘之議員

　
「
地
域
の
自
主
性
お
よ
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
政
省
令
で

規
定
し
て
い
た
も
の
を
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
６
議
案
が
関
連

し
、
上
程
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

●
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条

例●
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
お
よ

び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例

●
町
が
管
理
す
る
町
道

の
構
造
等
の
基
準
を
定

め
る
条
例

●
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

Q 

第
１
、
第
２
中
継
ポ

ン
プ
場
の
耐
震
・
長
寿
命

化
計
画
調
査
委
託
料
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。

A 

建
物
診
断
を
行
い
、

指
針
に
し
て
適
合
し
て
い

る
か
、
今
後
の
対
応
を
図

る
た
め
。

　

東
武
動
物
公
園
駅
西
口

区
画
整
理
に
伴
う
排
水
管

布
設
工
事
、
石
綿
管
布
設

が
え
工
事
、
新
規
に
老
朽

管
更
新
計
画
策
定
業
務
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

Q 

石
綿
管
は
ゼ
ロ
と
な

る
の
か
。

A 

そ
の
と
お
り
。

Q 

逆
ざ
や
は
発
生
し
て

い
る
か
。

A 

12
・
89
円
の
逆
ざ
や
。

Q 

地
域
交
流
サ
ロ
ン
補

助
金
は
運
営
費
か
。

A 

備
品
に
対
し
て
１
か

所
10
万
円
で
10
か
所
予
定

し
て
い
る
。

Q 

生
活
介
護
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
は
70
人
が
終
了
し

た
と
の
こ
と
だ
が
。

A 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
や
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
活
動
し
て
い
る
。

Q 

介
護
予
防
・
健
康
づ

く
り
活
動
支
援
事
業
は
。

A 

24
年
度
介
護
予
防
・

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
終

了
し
た
27
人
が
い
る
。
こ

の
方
々
を
中
心
に
各
地
域

で
広
げ
る
。
運
動
指
導
士

の
派
遣
や
団
体
の
リ
ー
ダ

ー
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
を
受
講
し
て
も
ら
う

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

長
寿
命
化

計
画
の
調
査

介
護
保
険

公
共
下
水
道

水
道
事
業

特
別
会
計
予
算会 計 区 分 平成25年度 増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 41億 862 725 0.2%
介 護 保 険 22億9,631 1億8,056 8.5%
後期高齢者医療 3億7,058 2,862 8.4%
公共下水道事業 8億9,312 △7,500 △7.7％
農業集落排水事業 5,005 219 4.6％
水 道 事 業 会 計 9億7,221 3,805 19.1%

（単位　万円）　

条例の制定および改正

地
域
主
権
改
革
に
と
も
な
う

　
　
　
　

条
例
の
制
定
・
改
正
６
議
案
を
可
決

平成₂4年度補正予算
一般会計
3,557万円減の94億2,690万円
　事業実績に基づく増減や国の大
型補正予算を活用した補正を可決
しました。

＜国の補正予算を活用した改修工事＞

笠原小学校給水管全面改修
3,418万円

須賀中学校外階段改修
1,042万円

人　事

人権擁護委員
　　田口孝雄氏を推せん
　岡野義男氏が任期満了となるた

め、新たに推せん。任期は３年間。

農業委員（議会推せん）

小島菊江 氏 小林明子 氏

井上　清 氏 冨田高治 氏

平成25年度一般会計予算

●

●

みやしろ議会だよりNo.86 8みやしろ議会だよりNo.869
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一 般 質 問

みやしろ議会だよりNo.8611

問 

宮
代
高
校
と
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
の
間
の
農
業
用
排
水
路
の

改
善
策
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

水
路
の

一
部
修
繕
（
高
校
正
門
前
の
取

り
付
け
部
分
と
、
道
路
を
く
ぐ

っ
た
先
に
柵さ
っ
き
ょ渠

が
外
れ
て
壊
れ

て
い
る
と
こ
ろ
）
を
行
う
。
ま

た
、
土
砂
や
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
は
、

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫

作
業
を
し
、
こ
れ
以
上
悪

化
し
な
い
よ
う
維
持
管
理
し
て

い
き
た
い
。

問 

国
保
加
入
者
で
所
得
の
な

い
方
が
36
・
７
％
、
高
齢
者
が

約
４
割
を
占
め
て
い
る
。
高
す

ぎ
る
国
保
税
に
よ
っ
て
、
滞
納

が
加
入
世
帯
の
２
割
を
超
え
て

い
る
。
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
国
保
加
入
者
の

負
担
軽
減
を
。

答 

町
長　

例
年
、
一
般
会
計

か
ら
の
補
て
ん
は
し
て
い
る
。

大
幅
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
が
、
で
き
る
限
り
の
努

力
は
し
て
い
き
た
い
。

問 

差
出
人
の
記
載
の
な
い
文

書
で
は
「
町
長
お
よ
び
幹
部
職

員
が
平
日
の
執
務
時
間
中
に
休

暇
を
取
り
鬼
怒
川
へ
」
。
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
く
、
危
機
管

理
意
識
が
問
わ
れ
た
も
の
。

　

調
査
特
別
委
員
会
の
提
言
を

ま
つ
の
で
は
な
く
、
町
民
に
対

し
て
町
長
自
ら
明
ら
か
に
す
る

べ
き
で
は
。

答 

町
長　

発
端
の
文
書
は
、

根
拠
の
な
い
中
傷
文
書
。
懇
親

会
は
栃
木
県
で
夜
８
時
半
、
現

地
集
合
、
現
地
解
散
で
あ
る
。

終
業
時
間
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、

問
題
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
な

い
。

これ以上悪化しないよう維持管理していく
宮代高校前の農業用排水路の改善を

丸
藤
栄
一
　
議
員

水の流れが悪いため、ゴミや土砂、ヘドロが堆積している

１．丸藤 栄一  議員（P11）
① 東小学校付近の危険な五差路の交通安全対策
② 国民健康保険加入者の負担軽減を
③ 農業用排水路の改善
④ 町の危機管理

２．小河原　正  議員（P12）
① 圏央道（首都圏中央連絡自動車道）の効果活用
②  タガの緩んだ宮代町の差出人不明の文書の内容
と１月29日開催された事実確認の説明

③ 農業の用排水路整備

３．関　弘秀  議員（P13）
① 防災対策
②  東武動物公園駅西口の開発と周辺接続の道路網
整備

４．伊草 弘之  議員（P14）
① 国および県からの権限移譲の課題と有効活用
②  市街化調整区域における営農環境と調和した都
市的土地利用の推進

５．島村　勉  議員（P15）
① 道路橋の耐震化
② 東武動物公園駅西口商業施設の開業
③ 定住人口増加の見込みは

６．飯山 直一  議員（P16）
① 大きな資源を最大限活用したまちづくり
② 新しい村の事業

７．山下 秋夫  議員（P17）
① 子どもの学びの保証 ＝ 就学援助の拡充を
② 県道の改修および整備
③ 住宅リフォーム制度の創設を
④  町・自治体で働く職員の労働条件・最低賃金の
向上を

⑤ 町の危機管理体制

８．石井 眞一  議員（P18）
① 職員の危機管理意識
② 宮代町の防災対策
③  中島地区町道第148号線（新橋通り線）の拡幅、
用排水路の安全対策

④ 宮代町の健康長寿の取り組み
⑤ 百間地区町道第1351号線の交通安全対策

９．榎本 和男  議員（P19）
① 町長の兼業
② 差出人不明の文書と、町の説明との関係
③ 敬老会の趣旨と在りかた

10．田島 正徳  議員（P20）
① 宮代町の財政運用
② 宮代町福祉作業所
③ 東武動物公園駅西口の商業施設

11．⻆野 由紀子  議員（P21）
① 公文書管理の取り組み
② 和戸駅周辺の要望
③ 介護支援
④ ホームスタート
⑤ 生徒の救命救急講座の実施

12．加納 好子  議員（P22）
① 県外で「懇親会」を行うメリット、デメリット
② 危機管理
③ 情報公開
④ 「公益通報者保護」制度
⑤  正・副町長（教育長）が招待を受けたから参加
した、ことの見解

13．合川 泰治  議員（P23）
① 東武動物公園駅西口
② 宮代町商工会
③ トップセールス

一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は３月５日、６日、７日の３日
間おこなわれました。
　13人の議員が登壇し、町の危機管理をは
じめ、駅西口商業施設や防災対策など45項
目にわたり、町の考えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁とも
に質問者が507字以内にまとめたものです。

国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減
を

差
出
人
の
記
載
の
な
い

文
書
に
自
ら
明
ら
か
に
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問 

圏
央
道
は
、
沿
線
地
域
づ

く
り
の
支
援
・
活
性
化
、
災
害

時
の
緊
急
輸
送
路
な
ど
が
大
き

な
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

　

宮
代
町
も
県
道
春
日
部
久
喜

線
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設

置
し
、
町
の
利
便
性
に
繋
が
れ

ば
企
業
誘
致
な
ど
の
活
性
化
が

図
ら
れ
、
将
来
展
望
も
明
る
い

も
の
に
な
る
が
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
位
置

は
、
利
用
す
る
交
通
と
設
置
の

経
済
性
、
間
隔
、
沿
線
地
域
の

環
境
条
件
、
開
発
効
果
と
の
関

係
な
ど
の
検
討
を
経
て
、
決
定

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
圏
央
道
と
県
道
春
日

部
久
喜
線
と
が
交
差
す
る
箇
所

は
、
東
武
伊
勢
崎
線
と
の
位
置

が
近
い
こ
と
か
ら
橋
脚
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
圏
央
道
に

ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
立
体
交

差
点
の
構
造
が
よ
り
大
き
な
も

の
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
は
新
た
な
用
地
買
収

も
必
要
と
な
り
、
地
元
の
合
意

形
成
な
ど
も
大
き
な
課
題
と
な

る
。

問 

後
々
悔
い
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
、
総
力
を
あ
げ
て
取
り

組
む
べ
き
だ
が
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

最
近
、
費
用
負
担
は
あ
る
が

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
設
置
し
て
い
る
場
所
も
あ
る

の
で
、
イ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

れ
ば
あ
り
が
た
い
が
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
北
首
都
国
道
事
務
所
へ

直
接
出
向
い
て
話
し
は
し
て
み

る
。

小
河
原
　
正
　
議
員

地
元
の
合
意
が
大
き
な
課
題

圏
央
道
の
活
用
で
、
身
の
丈
を
高
く
太
い
街
に

圏央道にインターを設置して、まちの活性化を

問 

震
災
後
に
お
い
て
、
見
直

し
・
追
加
し
た
点
、
町
独
自
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
点
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

平
成
23

年
４
月
よ
り
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
の
本
格
運
用
開
始
。

　

平
成
24
年
２
月
よ
り
、
各
小

中
学
校
、
学
童
保
育
お
よ
び
保

育
園
に
お
い
て
Ｐ
Ｈ
Ｓ
方
式
電

話
の
配
置
。

　

４
月
よ
り
、
防
災
行
政
無
線

が
受
信
で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
の

設
置
。
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

携
帯
電
話
３
社
へ
の
緊
急
情
報

エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
導
入
し
町
独

自
の
災
害
時
の
情
報
配
信
が
可

能
に
。

　

５
月
よ
り
、
移
動
系
Ｍ
Ｃ
Ａ

無
線
機
を
各
小
中
学
校
等
へ
13

台
配
置
し
、
緊
急
時
の
通
信
が

可
能
に
。

10
月
よ
り
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
防
災
行
政
無
線
配
信

に
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
導
入
。

　

平
成
25
年
１
月
に
外
国
人
に

も
わ
か
り
や
す
い
避
難
所
誘
導

看
板
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、

蓄
光
式
看
板
を
３
駅
周
辺
に
設

置
。
こ
の
看
板
は
、
日
本
語
以

外
に
英
語
、
中
国
語
、
朝
鮮
・

韓
国
語
の
４
か
国
語
で
標
示
。

問 

防
災
へ
の
町
内
企
業
と
の

協
力
体
制
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

行
政
と

事
業
所
間
で
防
災
協
定
書
を
締

結
。
事
業
所
と
し
て
は
、
春
日

部
小
売
酒
販
組
合
宮
代
支
部
、

３
つ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

㈱
新
し
い
村
、
㈱
カ
ス
ミ
、
㈱

ラ
イ
フ
、
宮
代
町
建
設
土
木
事

業
者
協
力
会
、
運
送
業
者
組
合
、

水
道
工
事
業
者
組
合
な
ど
。

関
　
弘
秀
　
議
員

いざという時に機能するよう連携を図る
震災後の防災への取り組み・協力体制は

圏
央
道
の
効
果
活
用
を

防
災
対
策
に
つ
い
て

防災無線の対策もしっかり
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問 

平
成
28
年
に
西
口
駅
前
大

型
商
業
施
設
が
開
業
予
定
と
の

こ
と
、
近
隣
の
商
業
者
の
影
響

に
つ
い
て
町
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答 

産
業
観
光
課
長
　
ど
の
よ

う
な
タ
イ
プ
の
大
型
店
か
公
表

さ
れ
て
い
な
い
の
で
的
確
に
は

つ
か
め
な
い
が
、
一
時
的
に
行

動
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
り
、
同
業

種
や
県
道
路
面
店
で
は
消
費
が

落
ち
込
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
同
業
種
が
出
店
し

た
か
ら
売
り
上
げ
が
激
減
す
る

と
い
っ
た
事
情
は
消
費
者
に
は

通
じ
な
い
。
厳
し
い
よ
う
だ
が

儲
か
る
商
売
、
客
を
招
く
と
は

何
な
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

町
と
し
て
も
大
型
店
一
人
勝

ち
で
は
町
が
活
性
化
す
る
ど
こ

ろ
か
衰
退
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
な
対
策
は
、
商
工
会

や
、
商
店
会
と
連
携
し
協
議
検

討
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

問 

道
路
橋
の
耐
震
化
に
つ
い

て
町
内
の
点
検
お
よ
び
改
修
工

事
に
つ
い
て
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

県
の
管
理
は
19
橋
、
町
は
94

橋
で
、
通
行
不
能
橋
を
除
く
橋

長
２
ｍ
以
上
77
橋
を
点
検
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

　

こ
れ
か
ら
の
点
検
・
修
繕
と

改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
と
補
助
事
業
の
調
整
が
つ
い

た
こ
と
か
ら
、
橋
梁
の
長
寿
命

化
計
画
策
定
事
業
と
し
て
、
進

め
て
い
く
。

商工会・商店会と連携し、協議していく
西口駅前開発で近隣商業者への影響は

島
村
　
勉
　
議
員

着々進む西口駅前開発

問 

市
街
化
調
整
区
域
に
お
い

て
、
営
農
環
境
と
調
和
し
た
都

市
的
土
地
利
用
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答 

産
業
観
光
課
長
　
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
行
為

は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

県
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
土
地

利
用
は
、
こ
う
し
た
調
整
を
行

う
こ
と
で
開
発
需
要
に
対
応
し

て
い
き
、
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
策

や
道
仏
土
地
区
画
整
理
事
業
地
、

既
成
市
街
地
の
宅
地
化
で
、
地

域
の
活
性
化
と
定
住
人
口
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問 

国
お
よ
び
県
か
ら
の
事
務

権
限
移
譲
の
課
題
と
、
有
効
活

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答 

総
務
政
策
課
長　

権
限
が

宮
代
町
の
実
状
に
合
っ
て
い
る

か
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付

く
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
町
民
に
最
も
身

近
な
行
政
機
関
と
し
て
の
機
能

を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問 

法
律
で
定
め
ら
れ
た
権
限

移
譲
の
条
例
制
定
状
況
は
。

答 

総
務
政
策
課
長　

図
書
館

関
係
は
制
定
済
み
で
、
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
関
係

の
２
条
例
、
町
道
の
構
造
関
係
、

水
道
事
業
関
係
、
下
水
道
関
係
、

都
市
公
園
関
係
に
つ
い
て
の
合

計
６
条
例
は
今
議
会
に
上
程
し
、

残
り
の
公
民
館
関
係
は
第
３
次

の
法
律
改
正
で
条
例
を
改
正
す

る
予
定
で
あ
る
。

伊
草
弘
之
　
議
員

県
や
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
実
施
す
る

営
農
環
境
を
守
り
都
市
的
土
地
利
用
の
推
進
を

営農環境と調和した土地利用政策の実現

権
限
移
譲
の
課
題
と

活
用

道
路
橋
の
耐
震
化
を

ど
う
進
め
る
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問 

就
学
援
助
の
基
礎
と
な
る

生
活
保
護
基
準
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
場
合
の
影
響
は
。
①
就
学

援
助
の
認
定
基
準
は
。
②
案
内

は
。
③
目
安
額
は
。
④
申
請
方

法
の
改
善
は
。

答 

教
育
推
進
課
長　

①
準
要

保
護
認
定
基
準
か
ら
外
れ
る
世

帯
が
で
る
可
能
性
が
あ
る
。
②

案
内
は
今
ま
で
と
同
様
だ
が
、

外
国
語
で
の
案
内
も
検
討
。
③

目
安
額
は
、
４
人
世
帯
を
例
に

３
４
８
万
４
，６
２
０
円
。
④
郵

送
に
よ
る
申
請
は
検
討
課
題
で

あ
る
。　

問 

県
道
春
日
部
久
喜
線
、
さ

い
た
ま
幸
手
線
の
改
修
・
整
備

は
。　

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長
　

　
「
県
道
春
日
部
久
喜
線
」
は

着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

「
さ
い
た
ま
幸
手
線
」
の
国
納

橋
は
耐
震
補
強
が
必
要
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
を
継
続
し
て
県

に
要
望
し
て
い
く
。

問 

①
町
で
働
く
有
期
雇
用
者

の
労
働
条
件
の
改
善
を
。
②
宮

代
町
で
単
身
で
の
生
活
費
は
、

調
査
で
25
歳
、
月
22
万
７
千
円

必
要
。

答 

総
務
政
策
課
長  

①
労
働
条

件
は
町
規
定
、
有
期
雇
用
期
間

と
業
務
は
所
属
長
が
決
定
。
②

統
計
上
参
考
数
字
は
な
い
が
有

期
雇
用
者
50
歳
、
月
平
均
７
万

１
千
円
。

問 

①
鬼
怒
川
で
「
課
長
会
」

主
催
の
懇
親
会
を
行
っ
た
が
、

課
長
職
が
終
業
時
ま
で
何
人
い

た
か
。
②
危
機
管
理
体
制
は
大

丈
夫
か
。

答 

総
務
政
策
課
長　

①
終
業

時
で
１
名
。
②
職
員
の
補
完
体

制
と
緊
急
連
絡
網
が
あ
る
。

たとえば認定目安額は348万4,620円
さらなる就学援助の拡充を

就学援助は、「義務教育は無償」の原則に基づいて実施されている

問 

第
４
次
総
合
計
画
に
謳
っ

て
い
る
「
日
本
工
業
大
学
」「
東

武
鉄
道
」「
東
武
動
物
公
園
」

は
町
の
大
き
な
資
源
、
そ
の
活

用
方
法
は
。

　

ま
た
、
昨
今
学
生
用
の
駐
車

場
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
く
が
。

答 

総
務
政
策
課
長　

日
工
大

は
、
昭
和
42
年
開
学
以
来
、
町

と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
「
知

の
拠
点
」。
約
５
，
０
０
０
人

が
在
籍
、「
人
的
資
源
の
拠
点
」

で
も
あ
る
、
学
生
た
ち
の
活
力

を
生
か
し
て
い
く
場
を
設
け
て

い
く
。

　

ま
た
、
新
た
な
学
生
用
駐
車

場
を
確
保
し
た
い
と
の
話
を
伺

っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
そ

の
必
要
性
と
規
模
を
審
査
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　

当
町
は
、
３
駅
を
中
心
に
市

街
地
が
形
成
さ
れ
、
東
武
鉄
道

と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。
杉

戸
工
場
跡
地
の
土
地
利
用
転
換

を
図
り
、
町
の
新
し
い
顔
、
駅

前
エ
リ
ア
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
交
流
人
口
、
定
住

人
口
増
に
つ
な
げ
た
い
。

問 

赤
字
に
な
り
、
直
売
所
、

ア
グ
リ
部
門
の
展
開
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

24
年
前

半
も
前
年
を
上
回
る
赤
字
に
。

　

直
売
所
は
、
農
産
物
、
加
工

品
を
揃
え
、
地
産
地
消
を
推
進
、

生
産
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
市

場
商
品
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

ア
グ
リ
部
門
は
、
６
次
化
産

業
の
推
進
、
遊
休
農
地
の
解
消

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
分
野
別

の
分
割
も
検
討
す
る
が
、
こ
の

ま
ま
継
続
。

飯
山
直
一
　
議
員

話
は
伺
っ
て
い
る
。必
要
性
と
規
模
を
審
査
す
る

学
生
用
の
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
く
が

日工大は町の大きな資源！

大
き
な
資
源
を
最
大
限
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

労
働
条
件
の
向
上
を

新
し
い
村
の
事
業
に
つ
い
て

危
機
管
理
体
制
は
大
丈
夫
か

県
道
の
改
修
・
整
備
を

山
下
秋
夫
　
議
員
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問 

中
島
地
区
町
道
第
１
４
８

号
線
（
新
橋
通
り
線
）
の
拡
幅
、

用
排
水
路
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
。
①
新
橋
通
り
線
の
整
備
に

関
す
る
検
討
会
議
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
②
用
排
水
路

整
備
に
関
す
る
検
討
は
。
③
宮

代
町
を
優
先
し
て
整
備
す
る
考

え
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

①
平
成
22
年
に
会
議
を
開
催

し
た
以
降
、
杉
戸
県
土
整
備
事

務
所
と
本
庁
と
の
協
議
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
一
方
で
五
差
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
て
い
る

事
か
ら
、
新
橋
通
り
線
の
検
討

会
議
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
、

協
議
・
検
討
し
て
き
た
事
か
ら
、

こ
の
度
、
埼
玉
県
に
お
い
て
新

橋
通
り
線
の
延
伸
に
つ
い
て
中

島
交
差
点
か
ら
４
号
線
ま
で
の

測
量
調
査
の
予
算
が
計
上
さ
れ

た
。
今
後
、
五
差
路
の
安
全
対

策
検
討
会
で
も
報
告
し
て
い
く
。

②
当
該
道
路
に
平
行
す
る
水
路

は
、
農
業
用
の
用
排
水
路
と
生

活
排
水
路
が
複
雑
に
処
理
さ
れ

て
お
り
、
現
状
の
整
備
に
つ
い

て
は
非
常
に
厳
し
い
情
況
。
新

橋
通
り
線
の
延
伸
計
画
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
設
計
の
際
に
は
農

業
関
係
者
に
十
分
意
見
を
聞
き
、

設
計
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

③
意
見
交
換
会
の
中
で
第
一
段

階
と
し
て
中
島
交
差
点
か
ら
古

利
根
川
手
前
ま
で
を
整
備
し
て

い
き
た
い
と
の
事
か
ら
、
町
も

積
極
的
に
協
力
し
、
町
内
を
優

先
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

石
井
眞
一
　
議
員

中
島
交
差
点
か
ら
４
号
ま
で
測
量
の
予
算
を
計
上

中
島
地
区
新
橋
通
り
線
の
拡
幅
・
延
伸
は

測量調査が実施される中島地区新橋通り線

問 

司
法
書
士
会
の
所
属
や
広

告
チ
ラ
シ
な
ど
町
長
就
任
後
も

司
法
書
士
を
継
続
、
二
足
の
わ

ら
じ
か
。

答 

町
長　

司
法
書
士
の
経
験

を
活
か
し
、
町
長
の
職
務
を
務

め
る
。

問 

原
則
、
土
日
は
休
日
で
、
招

待
の
出
席
は
公
務
で
は
な
い
か
。

答 

町
長　

公
務
の
認
識
で
出

席
。

問 

「
首
長
で
、
他
の
仕
事
を
兼

務
で
き
る
ほ
ど
余
裕
の
あ
る
人

を
見
た
こ
と
は
な
い
」
と
総
務

相
が
述
べ
た
が
、
司
法
書
士
事

務
所
は
広
告
に
土
・
日
相
談
受

付
と
あ
り
無
休
。
町
長
の
役
場

業
務
は
不
定
休
の
平
日
休
み
で
、

原
則
週
４
日
か
。

答 

町
長　

司
法
書
士
業
を
行

っ
て
い
る
が
、
費
や
す
時
間
は

１
０
０
対
１
で
公
務
。
兼
業
で

は
な
い
。

問 

司
法
書
士
業
は
、
従
来
か

ら
の
仕
事
で
あ
り
、
司
法
書
士

の
規
則
や
無
休
営
業
・
チ
ラ
シ

広
告
か
ら
も
本
業
と
思
え
る
。

他
方
は
副
業
、
ア
ル
バ
イ
ト
に

な
る
の
か
。

答 

町
長　

本
業
は
町
長
職
で

１
０
０
、
司
法
書
士
業
は
１
。

司
法
書
士
業
務
の
目
的
は
、
自

己
研
鑽
が
１
、
困
っ
た
人
の
役

に
立
ち
た
い
が
２
。

問 

公
私
の
別
が
問
わ
れ
る
。

町
長
と
司
法
書
士
業
務
の
オ
ン
、

オ
フ
の
管
理
基
準
は
。
平
日
の

休
み
は
原
則
水
曜
日
か
、
ラ
ン

ダ
ム
か
。

答 

町
長　

公
務
の
入
っ
て
い

な
い
時
が
オ
フ
。
決
ま
っ
て
い

な
い
。

問 

債
務
整
理
の
業
務
で
代
理

人
と
し
て
簡
易
裁
判
所
へ
行
く

場
合
町
長
は
休
暇
中
と
な
る
の

か
。

答 

町
長　

簡
易
裁
判
所
に
行

か
な
く
て
も
、
業
務
遂
行
で
き

る
。

費やす時間は100対1で公務を行う
二足のわらじ（町長・司法書士）か、否か

榎
本
和
男
　
議
員

宮代町民33,000人のトップの重い椅子
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問 

和
戸
駅
周
辺
の
要
望
①
明

る
く
で
き
な
い
か
。
②
押
し
ボ

タ
ン
式
信
号
を
感
応
式
に
。
③

活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
老
朽

化
で
明
る
さ
が
足
り
な
い
所
も

あ
る
。
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

実
施
す
る
。
②
両
側
を
確
認
で

き
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
し
た
と

こ
ろ
だ
が
、
交
通
量
の
状
況
や

地
元
の
意
見
を
聞
き
、
必
要
に

応
じ
警
察
に
要
望
し
て
い
く
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

③
駅
西
口
の
整
備
に
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

約
７
割
が
「
何
ら
か
の
整
備
」

を
望
ん
で
い
る
。
検
討
組
織
の

設
立
や
整
備
計
画
な
ど
、
地
域

の
皆
様
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問 

①
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
活
動
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
、
保
険
料
や
利
用
料
に
充

て
ら
れ
、
い
き
が
い
づ
く
り
に

な
る
が
。
②
「
介
護
マ
ー
ク
」

の
配
布
は
。

答 

保
険
健
康
課
長　

①
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
の
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
づ
く
り
」
事
業
を
進
め
る
中

で
検
討
し
て
い
く
。
②
県
内
で

も
「
介
護
マ
ー
ク
」
の
周
知
か

ら
、
希
望
者
に
貸
与
と
い
う
方

法
が
多
い
。
導
入
に
向
け
検
討

し
て
い
く
。

問 

子
育
て
家
庭
の
孤
立
を
防

止
す
る
、
訪
問
型
子
育
て
支
援

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
に
行
政

の
取
り
組
み
を
。

答 

福
祉
課
長　

こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
の
取

り
組
み
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

地域住民の皆様と検討・協議を進めていく
和戸駅周辺の要望と活性化をどうするか

朝の和戸駅

問 

宮
代
町
福
祉
作
業
所
の
定

員
が
40
名
。
現
在
の
利
用
者
数

が
40
名
で
、
年
々
微
増
傾
向
に

あ
り
今
後
の
展
開
は
。

答 

福
祉
課
長　

現
在
の
利
用

状
況
と
し
て
は
、
毎
年
２
か
ら

３
人
程
度
入
所
が
あ
り
、
退
所

が
０
か
ら
１
人
程
度
と
な
っ
て

お
り
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
利
用
者
に
つ
い
て
は

定
員
と
同
数
の
40
人
で
あ
り
、

空
き
の
な
い
状
況
で
、
さ
ら
に

利
用
者
の
高
齢
化
、
重
度
化
も

顕
著
で
あ
る
。

　

今
後
は
定
員
の
超
過
が
想
定

さ
れ
る
。
定
員
の
１
２
５
％
ま

で
必
要
に
応
じ
て
超
過
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
必
要
な
支
援
体

制
の
確
保
に
努
め
、
利
用
者
の

循
環
に
よ
る
定
員
管
理
を
行
っ

て
い
く
。

問 

宮
代
町
に
お
い
て
、
様
々

な
基
金
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ

れ
ら
の
基
金
の
運
用
方
法
と
運

用
益
の
実
績
は
。

答 

会
計
管
理
者　

現
在
、
宮

代
町
に
は
条
例
で
11
の
基
金
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な

財
政
調
整
基
金
の
現
在
高
は
、

10
億
２
千
万
７
９
３
円
で
あ
る
。

全
基
金
の
貸
付
金
を
除
く
現
在

高
の
総
額
は
、
15
億
３
，７
２

２
万
５
，３
８
３
円
で
あ
る
。

　

運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
お
よ
び
各
基
金
の
条

例
に
お
い
て
規
定
さ
れ
大
口
定

期
預
金
と
し
て
金
融
機
関
へ
の

預
け
入
れ
を
基
本
に
運
用
し
て

い
る
。
平
成
23
年
度
が
61
万
３
，

９
２
６
円
で
、
前
年
比
約
52
万

円
の
減
で
あ
る
。
原
因
は
定
期

預
金
の
利
率
減
で
あ
る
。

田
島
正
徳
　
議
員

定
員
と
同
数
で
、
空
き
の
な
い
状
況
に

宮
代
町
福
祉
作
業
所
に
つ
い
て定員と同数の福祉作業所（ひまわりの家）

　
介
護
支
援

　
子
育
て
支
援

⻆
野
由
紀
子
　
議
員
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問 

商
工
会
か
ら
（
仮
称
）
街

づ
く
り
条
例
を
制
定
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
そ
の

実
現
性
を
伺
い
た
い
。

答 

産
業
観
光
課
長　

東
武
動

物
公
園
駅
西
口
周
辺
整
備
に
伴

う
出
店
予
定
大
型
店
舗
と
町
内

大
型
店
、
チ
ェ
ー
ン
店
の
地
域

商
業
貢
献
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

駅
西
口
に
建
設
予
定
の
大
型

店
の
進
出
を
踏
ま
え
、
地
元
商

業
者
と
の
共
存
共
栄
の
道
を
探

り
、
商
工
会
へ
の
加
入
促
進
だ

け
の
努
力
義
務
条
例
で
は
な
く
、

新
た
に
大
型
商
業
施
設
を
迎
え

る
地
域
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

商
工
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
定
め
て
、
着
実
に
事

業
展
開
し
て
い
け
る
内
容
の
条

例
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問 

町
長
が
行
っ
て
き
た
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
効
果
や
実
績
を
伺
い
た
い
。

答 

町
長　

東
武
動
物
公
園
駅

西
口
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

東
武
鉄
道
㈱
や
埼
玉
県
に
直
接

伺
っ
て
要
望
な
ど
を
行
い
事
業

認
可
と
な
っ
た
。

　

観
光
施
策
で
は
、
餃
子
サ
ミ

ッ
ト
、
日
光
街
道
サ
ミ
ッ
ト
に

参
加
し
て
、
県
外
の
方
に
も
広

く
宮
代
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
農
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
で
は
、
一
般
企

業
で
あ
る
㈱
ナ
ガ
ホ
リ
と
の
協

定
を
締
結
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
長
年
の
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
県
道
拡
幅
の
用
地

買
収
に
あ
た
り
、
直
接
交
渉
し

て
一
定
の
目
途
を
立
て
た
。

制定に向けて取り組む
（仮称）街づくり条例の制定を

合
川
泰
治
　
議
員

企業の地域貢献を促す条例を

問 

課
長
や
町
長
な
ど
３
役
が

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
12
月
14

日
夕
方
、
ど
こ
に
い
る
か
は
重

要
で
な
い
と
い
う
が
、
危
機
管

理
は
現
場
に
近
い
場
所
に
い
る

の
が
基
本
だ
と
思
う
。

答 

総
務
政
策
課
長　

幹
部
職

員
（
課
長
級
）
は
、
役
場
に
い

る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
指
示
連

絡
な
ど
が
で
き
れ
ば
問
題
な
い
。

課
長
が
い
な
い
か
ら
組
織
が
回

ら
な
い
と
い
う
こ
と
こ
そ
問
題

だ
。

問 

そ
れ
は
当
日
（
12
月
14
日
）

何
事
も
な
か
っ
た
か
ら
言
え
る

こ
と
。
有
事
の
時
、
駆
け
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に

い
る
の
で
は
、
住
民
の
信
頼
は

失
墜
す
る
。

答 

総
務
政
策
課
長　

課
長
は

い
つ
も
役
場
に
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
趣
旨
か
。
い
つ

も
町
内
に
い
る
必
然
性
、
緊
急

性
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
疑
問
だ
。

問 

12
月
14
日
の
、
課
長
級
職

員
の
休
暇
取
得
状
況
に
つ
い
て
、

住
民
か
ら
「
情
報
公
開
請
求
」

が
出
さ
れ
た
。
条
例
で
は
請
求

か
ら
15
日
以
内
に
回
答
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
放
置
し
、
回
答
が
遅
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答 

総
務
政
策
課
長　

年
末
年

始
に
か
か
る
の
で
遅
れ
る
と
請

求
人
に
は
口
頭
で
伝
え
、
了
解

を
得
た
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か

ら
。

問 

し
か
し
、
公
文
書
だ
。
た

と
え
請
求
人
が
了
解
し
た
と
し

て
も
条
例
を
適
正
に
運
用
す
べ

き
。

答 

総
務
政
策
課
長　

条
例
通

り
運
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
瑕か

疵し

で
あ
っ
た
と
思
う
。

加
納
好
子
　
議
員

指
示
連
絡
が
で
き
れ
ば
ど
こ
に
い
て
も
問
題
な
い

危
機
管
理
は
現
場
が
基
本
で
は12月の繁忙期、上層部がすっぽりいなくなった…。


